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平成２０年３月１８日裁定 

  
東北大学は、建学以来、「研究第一主義」「門戸開放」「実学尊重」の理念を掲

げ、世界トップレベルの研究・教育を創造してきました。また、研究成果は社

会の直面する諸課題の解決に応えるとともに、社会の指導的人材を育成するこ

とで、人類社会の平和と繁栄に貢献してきました。東北大学は１００年の歴史

の中で継承してきた知の蓄積と、次の１００年に向けて、絶えざる研究・教育

の創造を通じ、人類社会に貢献する「世界リーディング・ユニバーシティ」を

目指しています。 
また、東北大学は「世界と地域に開かれた大学」の方針の下、大学の人的･知

的資源及び総合力と地域や国際社会との連携により、人類社会全体の発展に貢

献します。その一つであります産学官連携は、教育・研究に次ぐ大学の第３の

使命である社会貢献の中核を成し、知の成果の社会還元を果たす要素として重

要であり、大学として、以下の産学官連携ポリシーに基づき、積極的に取り組

みます。 

 

１．建学以来の「実学尊重」の伝統と実践を礎に、学術成果を広く社会に還元

すべく、産業界への技術移転を推進し、本学における教育と研究の社会的

付加価値を高めます。 

 

２．国際的な産学官連携においては、技術移転や共同研究等に止まらず、世界

をリードする技術革新を導く研究を推進します。 
 
３．地域が抱える諸課題の解決に向けた持続的な産学官連携を進め、地域イノ

ベーションの原動力となることを目指し、我が国の経済・社会の発展に貢

献します。 

 

４．大学に産学官連携を推進するための組織をおき、学内リソースの結集と国

内外関係機関との連携により、国際的な視点に立って産学官連携活動を進

めます。 

 

５．産学官連携を推進するにあたり、透明性を確保し、国内外の法令や国際間

の条約等を遵守するなどの社会的説明責任を果たすことを基本とします。 


